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第
二
次
世
界
大
戦
時

越
谷
に
存
在
し
た
「
軍
需
工
場
」

坂
本

誠
一
郎

は
じ
め
に

高
年
に
な
り
越
谷
市
移
住
の
下
名
に
と
り
、
一
般
論
と
し
て
当
時
の
国
民
学

校
・
高
等
科
の
生
徒
が
学
徒
動
員
さ
れ
た
事
実
は
承
知
で
あ
っ
た
が
、
今
般
改

め
て
旧
越
ヶ
谷
町
、
大
澤
町
の
生
徒
の
軍
需
工
場
へ
の
動
員
状
況
と
、
管
見
の

限
り
、
今
ま
で
ま
っ
た
く
の
謎
で
あ
っ
た
旧
越
ヶ
谷
町
、
大
澤
町
に
存
在
し
た

と
い
う
軍
需
工
場
の
概
要
に
関
す
る
調
査
を
行
っ
た
。

一

調
査
の
ス
テ
ッ
プ
と
判
明
事
項

１

越
谷
市
の
郷
土
の
歴
史
が
判
り
や
す
く
記
さ
れ
た
『
と
き
の
風
』（
１
）

を
閲

覧
し
た
結
果
、
当
時
の
「
大
澤
国
民
学
校
」
の
話
し
と
し
て
「
高
等
科
の
男

子
は
勤
労
動
員
で
越
ヶ
谷
町
の
軍
需
工
場
で
働
か
さ
れ
て
の
で
す
。
女
子
も

短
期
労
働
に
従
事
し
た
の
で
す
」
と
の
記
載
が
あ
っ
た
が
、
勤
労
動
員
先
の

工
場
名
は
不
明
で
あ
っ
た
。

２

旧
越
ヶ
谷
町
、
大
澤
町
の
軍
需
工
場
の
名
称
を
特
定
す
べ
く
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
の
検
索
の
結
果
、『
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
共
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
埼
玉
県
立

久
喜
図
書
館
）
』（
２
）

に
、
熊
澤
機
械
㈱
の
終
戦
後
の
事
業
内
容
の
記
載
が
あ

っ
た
が
、
旧
越
ヶ
谷
町
、
大
澤
町
の
学
校
と
の
関
連
は
不
明
で
あ
っ
た
。

３

越
谷
市
立
大
沢
小
学
校
元
校
長
の
田
部
井
久
能
氏
よ
り
ご
紹
介
を
頂
い

た
『
越
谷
市
立
小
中
学
校
沿
革
誌
集
』（
３
）

等
を
閲
覧
し
た
結
果
、
旧
越
ヶ
谷

町
、
大
澤
町
の
軍
需
工
場
の
記
載
が
あ
り
、
名
前
が
判
明
し
た
。

以
下
は
そ
の
記
載
の
説
明
で
あ
る
。

①
越
ヶ
谷
小
学
校
で
は
、

（
ア
）「
昭
和
20
年
1
月
14
日

学
徒
動
員
に
よ
り
高
一
・
二
年
男
女
熊

澤
工
場
（
大
作
（
筆
者
注
）
現
赤
山
町
五
丁
目
）
で
奉
仕
す
る
」（
４
）

②
大
澤
小
学
校
で
は
、

（
イ
）「
昭
和
20
年
1
月

高
等
科
男
子
生
徒
49
名
熊
澤
工
場
で
勤
労
動

員
さ
れ
る
。（
５
）

（
ウ
）「
1
月
16
日
よ
り
越
ヶ
谷
町
熊
澤
工
場
へ
高
等
科
男
生
徒
が
学
徒

動
員
通
年
動
員
と
し
て
勤
務
す
」（
３
）

（
エ
）「
3
月
1
日
よ
り
20
日
ま
で
大
澤
町
徳
村
製
帽
所
へ
高
等
科
女
生

徒
、
短
期
動
員
と
し
て
勤
務
せ
り
」（
３
）

（
オ
）
「
二
十
年
一
月
に
は
勤
労
動
員
で
高
等
科
生
徒
が
男
子
は
熊
沢
工

場
、
女
子
は
徳
村
製
帽
所
へ
行
っ
て
終
戦
時
ま
で
苦
労
し
た
」（
６
）

（
カ
）
「
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日

正
午
大
東
亜
戦
争
の
終
戦
ノ
詔
書

下
ル

今
上
陛
下
「
ラ
デ
オ
」
ヲ
通
シ

全
国
民
ニ
御
放
送
遊
ハ
サ

ル

高
等
科
ノ
熊
澤
工
場
ヘ
ノ
勤
労
動
員
ハ
八
月
十
六
日
以
テ
終

了
セ
リ
」（
７
）

※

熊
澤
機
械
㈱
の
敷
地
内
に
お
け
る
「
高
等
科
生
徒
の
勤
労
動
員
」
の

集
合
写
真
（
６
）

が
あ
る
。
【
】

４

秦
野
秀
明
氏
よ
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
越
谷
市
郷
土
研
究
会
会
報
『
古
志
賀
谷
』

（
８
）
、
昭
和
22
年
、
24
年
の
「
空
中
写
真
」（

9
）
（

10
）

を
出
典
、
根
拠
と
し

た
「
東
武
電
鉄
か
ら
の
引
き
込
み
線
」
が
存
在
し
て
い
た
研
究
成
果
を
ご

教
示
頂
い
た
。

５

原
田
民
自
氏
よ
り
、
昭
和
24
年
の
「
空
中
写
真
」（

10
）

の
ご
提
供
を
頂
き
、

工
場
全
体
の
建
物
・
敷
地
の
概
要
、
及
び
秦
野
氏
の
研
究
成
果
で
あ
る
「
東

武
電
鉄
か
ら
の
引
き
込
み
線
跡
」
も
確
認
し
た
。

６

何
よ
り
も
重
要
な
「
当
時
の
生
の
証
言
」
を
、
郷
土
生
れ
の
郷
土
育
ち
の
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染
谷
隼
生
氏
、
鈴
木
康
央
氏
に
お
話
し
を
お
聞
き
し
た
結
果
、
熊
澤
機
械

㈱
の
情
報
に
加
え
て
、
徳
村
製
帽
所
の
所
在
も
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

７

越
谷
市
立
図
書
館
・
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
越
谷
支
局
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
越

谷
市
郷
土
研
究
会
・
地
誌
研
究
倶
楽
部
の
方
々
よ
り
多
く
の
情
報

（

9
）

～

（

24
）

を
頂
き
、
熊
澤
機
械
㈱
の
会
社
概
要
が
判
明
し
た
。

二

「
熊
澤
機
械
㈱
の
会
社
概
要
」

①

設
立
年
月
日

昭
和
10
年
9
月
30
日

（

13
）
（

23
）

②

本
社
所
在
地

当
初
の
本
社
は
東
京
都
新
富
町
・

工
場
は
東
京
都
南
砂
町

（

13
）

③

昭
和
18
年
当
時
の
資
本
金

90
万
円
（
24
年
時
点

200
万
円
）

【
参
考
】
（
昭
和
18
年
当
時
、
東
武
電
鉄
の
資
本
金
は
4
千
530
万
円
）

株
主
総
数

57
名

（

11
）
（

13
）
（

23
）

④

越
谷
へ
の
移
転
は
昭
和
16
年
頃
（
本
社
・
工
場
と
も
に
）（

13
）
（

16
）

⑤

旧
越
ヶ
谷
町
で
の
所
在
地
は
越
ヶ
谷
町
上
大
作
一
六
四
五

（

14
）

（
時
の
変
遷
で

一
六
三
二
へ
も
）（

23
）

⑥

代
表
者
・
熊
澤
政
一
・
越
ヶ
谷
工
場
長
・
近
藤
正
巳

（

11
）
（

12
）
（

13
）

⑦

電
話
番
号
（
越
ヶ
谷
164
・
177
）（

14
）

⑧

生
産
品
目
（
事
業
目
的
）

機
械
・
車
両
・
土
木
鉱
山
機
械
の
製
造

砕
石
機
・
セ
メ
ン
ト
ガ
ン
・
道
路
輾
壓
機
・
小
型
蒸
気
機
関
車
の
生
産

（

15
）
（

16
）
（

17
）
（

23
）

ラ
バ
ウ
ル
の
コ
コ
ボ
博
物
館
展
示
に
は
、
「
熊
澤
機
械
㈱
製
造
・
海
軍
納

め
・
圧
石
車
の
画
像
が
あ
る

（

18
）

。

⑨

「
越
ヶ
谷
工
場
」
の
『
工
場
建
物
・
敷
地
の
変
遷
』

（
ア
）
昭
和
7
、
8
年
頃
～
14
、
15
年
迄
は
、
篠
原
鉄
工
で
あ
っ
た
こ
と

を
確
認
し
た
。

※
ノ
コ
ギ
リ
合
掌
型
屋
根
・
高
さ
20
ｍ
×
4
棟
・
社
宅
3
カ
所
。

（
イ
）
昭
和
16
年
頃
～
26
年
？
頃
ま
で
が
、
熊
澤
機
械
㈱
で
あ
っ
た
と
判

断
し
た
。

※
蒸
気
機
関
車
製
造
工
場
の
建
設
【
高
さ
20
ｍ
・
長
さ
25
ｍ
の
真

っ
黒
で
、
凄
い
建
物
の
由
・
東
武
電
鉄
越
谷
駅
構
内
か
ら
の
線
路
の

引
き
込
み
線
あ
り
】

（
ウ
）
昭
和
24
年
頃
一
部
と
判
断
し
た
が
、
「
日
本
畜
産
興
業
㈱
」
へ

詳
細
不
明
な
が
ら
、
そ
の
後
「
越
谷
税
務
署
」
や
「
付
近
の
住
宅
地
」

へ
変
遷
し
た
も
の
と
判
断
し
た
。（

19
）
（

20
）

⑩

社
員
数
（
昭
和
23
年
当
時
）
219
名

（

11
）

⑪

戦
後
は
昭
和
22
年
頃
よ
り
24
年
末
ま
で
の
労
働
争
議
の
発
生
事
実

（

21
）

（

22
）

を
確
認
し
た
。

⑫

越
ヶ
谷
工
場
の
閉
鎖
時
期
は
詳
細
不
明
で
あ
る
。

私
見
な
が
ら
、
収
集
資
料
の
分
析
で
は
、
昭
和
26
年
頃
迄
は
会
社
運
営

を
行
っ
て
い
た
も
の
と
判
断
し
た
。

⑬

昭
和
50
年
の
会
社
閉
鎖
謄
本

（

23
）

も
入
手
し
た
。
清
算
人
の
登
記
が
あ
り
、

昭
和
29
年
頃
に
は
清
算
手
続
き
に
入
っ
た
も
の
と
判
断
し
た
。

三

「
徳
村
製
帽
所
の
概
要
」

①

所
在
地
の
特
定
が
出
来
た
。

②

製
造
当
時
の
工
場
建
物
の
目
撃
者
を
確
認
し
た
。

③

加
え
て
「
工
場
建
物
に
な
る
以
前
の
写
真
」
も
入
手
し
た
。

④

さ
ら
に
、
長
老
の
衝
撃
的
目
撃
談
と
し
て
、
初
等
科
5
年
生
女
子
が
戦

闘
帽
の
「
穴
か
が
り
」
を
学
校
で
行
い
、
40
～
50

cm
の
糸
と
針
を
渡
さ
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れ
、
使
用
す
る
糸
の
長
さ
や
、
使
い
過
ぎ
・
足
り
な
い
等
の
厳
厳
命
に
泣

き
だ
す
生
徒
も
い
た
と
の
情
報
を
入
手
し
た
。

結
び
に
か
え
て

１

越
谷
の
軍
需
工
場
は
、『
越
谷
市
立
小
中
学
校
沿
革
誌
集
』（
３
）

に
記
載
の

通
り
、「
熊
澤
機
械
㈱
」
及
び
「
徳
村
製
帽
所
」
の
存
在
が
確
認
で
き
た
。

２

今
回
は
、
紙
面
の
関
係
で
触
れ
な
か
っ
た
が
、
越
ヶ
谷
高
等
女
学
校
の
勤

労
形
態
は
、
軍
需
工
場
へ
の
学
徒
動
員
で
は
な
く
、
「
学
校
工
場
化
」
で

あ
っ
た
。

３

熊
澤
機
械
㈱
は
、
当
時
の
資
本
金
額
・
従
業
員
数
・
工
場
の
広
大
な
敷
地
・

小
型
蒸
気
機
関
車
及
び
海
軍
に
も
納
入
さ
れ
た
圧
石
車
等
の
生
産
技
術

力
・
東
武
鉄
道
へ
と
繋
が
る
引
き
込
み
線
の
保
有
・
戦
後
の
労
働
争
議
の

概
要
・
更
に
昭
和
50
年
頃
ま
で
続
い
た
会
社
清
算
の
記
録
等
か
ら
、
私

見
で
は
、
と
て
も
大
き
な
力
を
も
っ
て
い
た
会
社
・
工
場
で
あ
っ
た
と
判

断
し
た
。

４

従
っ
て
、
も
し
日
本
の
終
戦
が
後
少
し
で
も
遅
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
熊
澤

機
械
㈱
の
技
術
力
・
広
大
な
工
場
・
生
産
能
力
等
か
ら
す
れ
ば
、
越
谷
地

区
が
空
襲
の
被
害
に
遭
う
事
態
が
起
こ
り
得
た
か
も
知
れ
な
い
と
痛
感

し
た
。

５

現
在
ま
で
の
調
査
に
お
い
て
未
完
で
気
が
か
り
な
点
は
、

①

戦
前
・
戦
中
で
の
熊
澤
機
械
㈱
の
会
社
概
要

②

引
き
込
み
線
の
廃
線(

レ
ー
ル
撤
去)

時
期

が
不
明
な
事
で
、
継
続
テ
ー
マ
と
し
て
調
査
に
取
り
組
む
所
存
で
あ
る
。

６

最
後
に
今
回
の
報
告
取
り
纏
め
に
際
し
、
聞
き
取
り
調
査
で
お
世
話
に
な

っ
た
染
谷
、
鈴
木
の
両
氏
、
校
閲
に
時
間
を
さ
い
て
下
さ
っ
た
秦
野
氏
、

快
く
資
料
の
ご
提
供
頂
い
た
方
や
、
調
査
に
ご
協
力
・
ご
支
援
を
賜
り
ま

し
た
皆
様
へ
、
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
て
衷
心
よ
り
厚
く
お
礼
を
申
し
上

げ
る
。

注
（
1
）
坂
田
好
朗
編
（
二
○
一
八
）
『
と
き
の
風
』

大
沢
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
、
八
七
頁

（
2
）
埼
玉
県
立
久
喜
図
書
館
（
二
○
一
一
）

「
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
共
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

h
t
t
p
:
/
/
c
r
d
.
n
d
l
.
g
o
.
j
p
/
r
e
f
e
r
e
n
c
e
/
d
e
t
a
i
l
?
p
a
g
e
=
r
e
f
_
v
i
e
w
&
i
d
=
1
0
0
0
0
9
7
2
1
1

（
3
）
越
谷
市
教
育
委
員
会
編
（
一
九
六
三
）

『
越
谷
市
立
小
中
学
校
沿
革
誌
集
』
、
十
八
頁

（
4
）
？
編
（
一
九
六
九
）
『
越
ヶ
谷
小
学
校
沿
革
誌
』
、
七
頁

（
5
）
記
念
誌
委
員
会
編
（
一
九
七
八
）

『
越
谷
市
立
大
沢
小
学
校
創
立
百
周
年
記
念
誌
』
、
二
十
一
頁

（
6
）
注
（
5
）
二
十
九
頁

（
7
）
越
谷
市
立
大
沢
小
学
校
に
伝
わ
る
『
沿
革
誌
（
毛
筆
書
の
原
本
）
』

（
8
）
越
谷
市
郷
土
研
究
会
編
（
二
○
○
九
）

『
会
報
古
志
賀
谷

第
十
五
号
』
、
一
頁

（
9
）
空
中
写
真
（U

S
A

R
3
9
3

9
4

）

撮
影
年
月
日
（
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
十
月
二
十
三
日
）

（
10
）
空
中
写
真
（U

S
A

R
5
2
2

7

）

撮
影
年
月
日
（
昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
一
月
十
日
）

な
ど
を
含
む
「
約
14
種
類
」
の
「
空
中
写
真
」

（
10
）
空
中
写
真
（U

S
A

R
2
8
0
8

4

）

撮
影
年
月
日
（
昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
五
月
十
日
）
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（
11
）
埼
玉
県
工
業
倶
楽
部
編(

一
九
四
八)

『
埼
玉
県
工
場
便
覧
』
）

（
12
）
埼
玉
労
働
基
準
局
編(

一
九
五
○)

『
埼
玉
県
事
業
場
総
覧
』

（
13
）
帝
國
銀
行
編(

一
九
四
三)

『
帝
國
銀
行
会
社
要
録
』

（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）

ht
t
p
:
/
/
d
l
.
n
d
l
.
g
o
.
j
p
/
i
n
f
o
:
n
d
l
j
p
/
p
i
d
/
1
0
7
0
9
4
1

（
14
）
埼
玉
県
電
気
通
信
部
編(

一
九
五
○)

『
埼
玉
県
電
話
番
号
簿

昭
和
24
年
12
月
1
日
現
在
』

（
15
）
「
最
新
機
器
綜
合
型
録
（
一
九
四
七
～
四
八
年
）
」

（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）

ht
t
p
:
/
/
d
l
.
n
d
l
.
g
o
.
j
p
/
i
n
f
o
:
n
d
l
j
p
/
p
i
d
/
1
1
2
4
4
6
4
/
1

（
16
）
臼
井
茂
信
（
一
九
七
六
）
『
機
関
車
の
系
譜
図
３
』
交
友
社
、

四
三
六
頁

（
17
）
「
鉄
道
車
両
メ
ー
カ
ー
一
覧
」

h
t
t
p
s
:
/
/
j
a
.
w
i
k
i
p
e
d
i
a
.
o
r
g
/
w
i
k
i
/

（
18
）
「
ラ
バ
ウ
ル
の
コ
コ
ボ
博
物
館
展
示
物
」

h
t
t
p
:
/
/
k
i
4
3
.
o
n
.
c
o
o
c
a
n
.
j
p
/
o
v
e
r
s
e
a
/
r
a
b
a
u
l
/
r
a
b
a
u
l
.
h
t
m
l

（
19
）
『
越
ヶ
谷
町
作
成

昭
和
24
年
6
月
・
越
谷
屠
場
移
設
関
係
』

（
20
）
埼
玉
県
立
久
喜
図
書
館
（
二
〇
〇
六
・
二
〇
〇
九
）

「
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
共
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

「
昭
和
20
年
代
の
埼
玉
県
内
（
特
に
越
谷
市
周
辺
）
の

と
畜
場
、
進
駐
軍
が
と
畜
場
に
対
し
て
行
っ
た
衛
生
面
の

指
導
に
つ
い
て
」

h
t
t
p
:
/
/
c
r
d
.
n
d
l
.
g
o
.
j
p
/
r
e
f
e
r
e
n
c
e
/
d
e
t
a
i
l
?
p
a
g
e
=
r
e
f
_
v
i
e
w
&
i
d
=
1
0
0
0
0
3
1
8
2
3

（
21
）
労
働
争
議
資
料
『
越
谷
市
史
２
通
史

下
』

（
22
）(

一
九
四
九)

『
労
働
埼
玉
No．

22
』

（
埼
玉
県
労
働
部
労
政
福
祉
課
編
（
一
九
八
九
）

『
労
働
埼
玉

復
刻
版
１
』
）

(

一
九
五
〇)

『
労
働
埼
玉
No．

27
』

（
埼
玉
県
労
働
部
労
政
福
祉
課
編
（
一
九
八
九
）

『
労
働
埼
玉

復
刻
版
１
』
）

（
23
）
「
会
社
登
記
簿

謄
本
（
昭
和
50
年
10
月
の
閉
鎖
謄
本
）
」

（
24
）
「
法
務
局

旧
公
図
」

「
越
ヶ
谷
町
字
上
大
作
一
六
四
五
」
、
「
大
澤
町
字
町
並
三
八
一
八
」

↑ 戦時中の「熊沢機械（株）」と推定される写真

記念誌委員会編（1978）

『越谷市立大沢小学校創立百周年記念誌』p.21

より引用


